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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月24日(2017.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　獣医学的デコリンコアタンパク質分子であって、配列番号４、７、１０、１３、１６、
１９、２２、及び２７のうちの１つと少なくとも９５％同一であるが、但し、前記獣医学
的デコリンコアタンパク質が、アミノ酸４位で突然変異を含むことを条件とする、獣医学
的デコリンコアタンパク質分子。
【請求項２】
　前記突然変異が、前記分子のＧＡＧ化（ｇａｇｙｌａｔｉｏｎ）を防止する、請求項１
に記載の獣医学的デコリンコアタンパク質分子。
【請求項３】
　前記突然変異が、セリンからアラニンへの突然変異である、請求項１に記載の獣医学的
デコリンコアタンパク質分子。
【請求項４】
　前記タンパク質分子が、配列番号４、７、１０、１３、１６、１９、２２、及び２７の
うちの１つと少なくとも９８％、好ましくは少なくとも９９％、さらに好ましくは１００
％同一であるが、但し、前記獣医学的デコリンコアタンパク質がアミノ酸４位で突然変異
を含むことを条件とする、請求項１に記載の獣医学的デコリンコアタンパク質分子。
【請求項５】
　前記コア分子が、外来シグナルペプチドと作動可能に連結されており、
　前記外来シグナルペプチドが、好ましくはウシラクトアルブミンシグナルペプチドであ
る、請求項１に記載の獣医学的デコリンコアタンパク質分子。
【請求項６】
　請求項１に記載の獣医学的デコリンコアタンパク質分子を、薬学的に許容される担体と
組み合わせて含む、組成物。
【請求項７】
　請求項１に記載の獣医学的デコリンコア分子をコードする核酸配列を含んでおり、
　獣医学的デコリンコア分子をコードする前記核酸配列が、好ましくは外来シグナルペプ
チドに作動可能に関連付けられ、
　前記外来シグナルペプチドが、さらに好ましくはウシラクトアルブミンシグナルペプチ
ドである、発現ベクター。
【請求項８】
　請求項７に記載の前記発現ベクターを含む宿主細胞。
【請求項９】
　獣医学的デコリンタンパク質の生成方法であって、請求項７に記載の前記発現ベクター
を宿主細胞中で発現させ、前記獣医学的デコリンタンパク質を生成することと、前記獣医
学的デコリンタンパク質を精製することと、を含む方法。
【請求項１０】
　請求項１に記載の獣医学的デコリンコアタンパク質分子を含む薬学的製剤であって、前
記製剤が、液剤、粉剤、噴霧剤、ゲル剤、軟膏剤、ローション剤、または点眼剤である、
薬学的製剤。



(3) JP 2016-519110 A5 2017.6.15

【請求項１１】
　それを必要とする獣医学的対象に治療を施す方法における使用のための、有効量におけ
る、請求項１に記載の獣医学的デコリンコアタンパク質。
【請求項１２】
　前記獣医学的デコリンコアタンパク質が、経腸投与、非経口投与、局所投与、経口投与
、静脈内投与、皮内投与、皮下投与、経皮投与、経鼻投与、筋肉内投与、髄腔内投与、眼
内投与、硝子体内投与、膣内投与、及び経粘膜投与からなる群から選択される投与のため
に調製されている、使用のための、請求項１１に記載の獣医学的デコリンコアタンパク質
。
【請求項１３】
　前記獣医学的対象が、創傷、損傷または疾患を患っており、
　当該創傷、損傷または疾患が、
ａ）前記獣医学的デコリンコアタンパク質が、瘢痕形成、好ましくはケロイド瘢痕を阻害
するために投与される、皮膚への創傷または他の損傷、ここで、当該創傷が、好ましくは
美容的または一般的外科手術、前記皮膚への損傷、または肉芽を生じる損傷の結果である
；
ｂ）眼に対する損傷または疾患、眼に対する当該損傷が、好ましくは角膜手術、眼熱傷、
眼感染、及び擦傷性損傷の結果である；
ｃ）好ましくは間質性肺疾患及び肺線維症からなる群から選択される、肺疾患；
ｄ）好ましくは糖尿性腎症及び腎線維症からなる群から選択される、腎疾患；
ｅ）好ましくは肝硬変及び肝線維症からなる群から選択される、肝疾患；
ｆ）好ましくはＥＧＦ受容体またはＩＧＦ－Ｉ受容体陽性癌である、癌；
ｇ）心疾患；
ｈ）好ましくは脳損傷及び脊髄損傷から選択される、神経外傷
からなる群から選択される、使用のための、請求項１１に記載の獣医学的デコリンコアタ
ンパク質。
【請求項１４】
　対象の治療における使用のための、請求項１～６及び１０のいずれか一項に記載の獣医
学的デコリンコアタンパク質、組成物、または薬学的製剤。
【請求項１５】
　前記獣医学的デコリンコアタンパク質が、経腸投与、非経口投与、局所投与、経口投与
、静脈内投与、皮内投与、皮下投与、経皮投与、経鼻投与、筋肉内投与、髄腔内投与、眼
内投与、硝子体内投与、膣内投与、及び経粘膜投与からなる群から選択される投与のため
に調製されている、請求項１４に記載の、使用のための獣医学的デコリンコアタンパク質
。
【請求項１６】
　前記獣医学的対象が、創傷、損傷または疾患を患っており、
　当該創傷、損傷または疾患が、
ａ）前記獣医学的デコリンコアタンパク質が、瘢痕形成、好ましくはケロイド瘢痕を阻害
するために投与される、皮膚への創傷または他の損傷、ここで、当該創傷が、好ましくは
美容的または一般的外科手術、前記皮膚への損傷、または肉芽を生じる損傷の結果である
；
ｂ）眼に対する損傷または疾患、眼に対する当該損傷が、好ましくは角膜手術、眼熱傷、
眼感染、及び擦傷性損傷の結果である；
ｃ）好ましくは間質性肺疾患及び肺線維症からなる群から選択される、肺疾患；
ｄ）好ましくは糖尿性腎症及び腎線維症からなる群から選択される、腎疾患；
ｅ）好ましくは肝硬変及び肝線維症からなる群から選択される、肝疾患；
ｆ）好ましくはＥＧＦ受容体またはＩＧＦ－Ｉ受容体陽性癌である、癌；
ｇ）心疾患；
ｈ）好ましくは脳損傷及び脊髄損傷から選択される、神経外傷
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からなる群から選択される、請求項１４または１５に記載の、使用のための獣医学的デコ
リンコアタンパク質。
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